
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人　ひらかた環境ネットワーク会議

【１】事業の実施方針

【２】事業の実施に関する事項

　１．特定非営利活動に係る事業 　　

事業内容
実施

予定日
実施

予定場所
担当

対象
者 予算額 支出見込額

(1)温暖化対策
推進チームミー
ティング開催事

業

地球温暖化対策事業につい
て、月に一度ミーティングを
開催し、当法人が取り組むべ
き課題や具体的手法、新規事
業の企画、継続事業の検証な
どを行う

4月1日～
 3月31日

(2)「我が家の
エコノート」
普及事業

8年目となるが、前年のアン
ケート結果により、この取り
組みは環境全般への関心が高
まるきっかけとなっているこ
とから今年度も継続する。ま
た今年度、参加者のすそ野を
広げるため、エコノートの提
出方法を現行の方法に加え新
たな方法を検討する。

4月1日～
 3月31日

①リユースコーナーの
            管理運営事業
子ども用品のリユースを繋ぐ
場として、子育て世代への周
知を図ると共に利用しやすい
管理運営に務める。

4月1日～
 3月31日

②プラごみダイエット生活
　　　　　　　　推進事業
昨年度行った「プラごみダイ
エット生活アイデア募集」の
続編として、「プラの△△か
ら○○の△△に切り替えまし
た」という、行動変化の実践
(実例)募集を行う。結果を広
くフィードバックする

6月～ 10
月

￥570,000
(補助金、
協賛金等）

¥570,000
枚方市
全域

運
営
委
員
会

市
民
・
事
業
者

2021年度　事 業 計 画 書　

1

温
暖
化
対
策
事
業 (3)ごみ減量推

進事業

事業名

一昨年に始まった新型コロナウイルスの感染拡大は一向に収束する兆しは見えず、今また変異ウイルスに

よる感染拡大の不安にさらされています。そんな中にあって、環境ネットワーク会議の事業も、大きな制約

を受けることは免れません。しかし、今年度も昨年度同様、コロナ対策に万全の配慮と対策を講じながら、

出来る範囲で最大限の事業を展開をしていきます。

特に、温暖化対策は「2050年二酸化炭素排出量実質0」宣言を踏まえ、昨年度同様、最重要事業と位置づけ、

新たな切口での取り組みを展開していきたいと考えています。

また、昨年度をもって終了した、PFI事業に於けるS-EMS支援事業に代わる委託事業の獲得に向け、行政への

働きかけを強めていくと共に、学校の期待に応えることのできる十分なマンパワーとスキルアップを目指し

ます。
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事業内容
実施

予定日
実施

予定場所
担当

対象
者 予算額 支出見込額事業名

(4)エコ行動宣
言事業

4回目となるが、前年度に引き
続き今年度も実施する。コロ
ナ禍にあって、各自で参加で
きる取り組みなので、多くの
市民に参加してもらえるよう
工夫する。また結果報告の内
容・方法等についても工夫
し、フィードバックをしっか
り行っていく。

6月～12月

(1)自然エネル
ギー学校2020の
開講事業

2050年カーボンニュートラル
の実現に向け、私たちに何が
できるか、私たちに何が求め
られているのかを気づき知る
ために、講演会、学習会、見
学会を実施する。

8月～11月
市内及び
周辺

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

部
会

(2)環境教育担
い手育成講座
「くらわんか
塾」開講事業

担い手養成という目的をもち
つつ、講座の対象者を広げ、
社会貢献や自己実現をしたい
方にも受講してもらえる講座
として、座学一日、見学半日
の内容で実施する。

9月
市内及び
環境保全
研修室

環
境
教
育
部
会

(3)環境活動ス
ターター講座の
開講事業

多くの市民に環境に関心を
もってもらうため、暮らしの
中の「身近なエコ」をテーマ
に、クラフトやエコクッキン
グなどの「環境ミニ講座」を
開催。また、環境のホットな
話題や、みんなで考えたい環
境問題などについて、参加者
みんなで考え、話し合う「環
境ティールーム」講座を開講
する。どちらも月1回全8回の
予定で実施する。

6月～3月

環境情報
コーナー
・環境保
全研修

事
務
局

(1)環境団体活
動交流事業

枚方および周辺の環境活動団
体や事業所、自治会、更に防
災など環境周辺の団体などと
も交流や連携の機会を設け
る。

(2)環境団体
活動支援事業

次の2事業を引き続き行う。
①エコキャップ回収運搬事業
②他団体支援協力として、他
団体事務局支援、各種相談受
付、活動提案、不用自転車引
き取り依頼受付、各種チラシ
等広報ツールの製作などを行
う。

4

昨年同様、2月に枚方市との共
催で開催予定。今年度は、市
民の取り組みに視点を当て、
市民の頑張りを広く共有でき
る形を検討する。併せて環境
表彰の対象について検討す
る。午後のシンポジウムや団
体のブース出展も従来同様実
施する。

2月 未定

運
営
委
員
会

￥230,000
(補助金等）

￥230,000

￥570,000
(補助金、
協賛金等）

¥570,000

2

環
境
講
座
開
催
事
業

￥59,000
(補助金、受

講料)

￥59,000

枚方市
全域

運
営
委
員
会

市
民
・
事
業
者

市
民

市内各公
共施設及
び市内各
所

￥37,000
事
務
局

￥37,000
(補助金等）

中
間
支
援
事
業

3
4月1日～
3月31日

市
民
・
団
体
・
事
業
者

1

温
暖
化
対
策
事
業

ひらかた
エコフォーラム

開催事業
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事業内容
実施

予定日
実施

予定場所
担当

対象
者 予算額 支出見込額事業名

5

枚方市の委託事業として「枚
方市環境情報コーナー」の管
理等運営を行う。また毎年好
評の「マイゴーヤ」も実施。
また、リユースコーナー、生
き物展示、子どもたちや親も
自由に気軽に訪れ楽しみなが
ら環境について学べる施設と
なるよう運営していく。各種
講座開催や他団体利用促進等
も行い、委託事業の要求を遂
行する。

4月1日～3
月31日

環境情報
コーナー
・環境保
全研修

運
営
委
員
会

市
民

￥240,000
(受託費)

¥240,000

6

例年通り、通常総会を開催す
る。総会後の交流会はコロナ
感染防止の観点から今年度も
実施しない。

6月
環境保全
研修室

事
務
局

市
民

￥30,000
(会費)

¥30,000

（1）会報誌[環
境ひらかた]発
行事業

「環境ひらかた」を年4回発行
する。この機関紙を通して、
当団体の活動を伝えるととも
に、環境に関心をもってもら
えるような紙面づくりを心が
ける。

￥220,000
(会費)

¥220,000

（2）HPの管理
運営事業

イベント告知や活動報告を随
時更新し、当団体がどのよう
な目的でどのような活動をし
ているのかを知ってもらえる
よう努める。そのため、HPの
管理・運営をきちんと継続し
ていく。

￥10,000
(会費)

¥10,000

（3）その他の
広報活動

FMひらかた、ひらかたつーし
んなどを通じての情報発信を
行う。現在の社会状況かで各
種イベントでの広報活動は望
めない中、昨年度から取り組
んでいるSNSを活用を進め、当
団体と、活動を知ってもらう
よう努める。

¥0 ¥0

(1)自然エネル
ギー学校2021の
開講事業

２-（１）参照

（2）こもれび
水路プロジェク
ト

太陽光発電の普及が進む中、
ピコ水力発電についても広く
知ってもらうため、ピコ水力
発電のデモンストレーション
を「こもれび水路」にて実施
する予定である。見てもらう
ことで多くの市民にピコ水力
発電の可能性を知ってもらえ
るよう計画している。

総会及び会員交流
会等開催事業

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

部
会

7

広
報
事
業

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
啓
発
事
業

8

市
民

枚方市内
￥35,000
(寄付金)

環境情報コーナー
の

運営業務委託事業

¥35,000
市
民

4月1日～
3月31日

事
務
局

4月1日～
3月31日

事務所

21



事業内容
実施

予定日
実施

予定場所
担当

対象
者 予算額 支出見込額事業名

（1）「ひらか
た交通タウン
マップ」作製配
布事業

「ひらかた交通タウンマッ
プ」及び啓発チラシを年２回
更新・作成し全転入世帯に配
布する。また、市内の公共施
設や駅にも設置し広く市民に
活用してもらえるようにす
る。

4月1日～
3月31日

枚方市
役所及び
支所

（1）美しいま
ちづくり推進事
業

美しいまちづくりのための清
掃活動を引き続き実施する。
歴史的な場でもある枚方宿場
町街道と二宮神社周辺を重点
地区として定期的に清掃。ま
た、「天の川クリーン＆
ウォーク」への参加も継続す
る。

4月1日～
3月31日

（2）歴史文化
遺産の保存と活
用事業

各自がお勧めするお気に入り
スポットや、枚方が誇るべき
もの・場所を写真や絵で応募
してもらう「自慢の枚方絵
画・写真募集」を実施する。
結果をHPやNPOフェスタにて公
開する。

6月～10月

9

　
　
モ
ビ
リ
テ
ィ

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

市
民

￥1,050,000
(受託費)

（2）公共交通
利用促進事業

公
共
交
通
部
会

4月1日～
3月31日

①「バス！のってスタンプラ
リー」の実施
  市内の名所や歴史文化史跡
などを巡るイベント「バス！
のってスタンプラリー」を、
三密を避けるために1日イベン
トではなく長期で参加できる
ものを実施し、公共交通の利
便性と枚方のまちの楽しさを
体験してもらう。

②「ひらかた交通すごろく」
の活用

③交通タウンマップの普及促
進の取り組み
  寝屋川市をはじめ、他自治
体へタウンマップの受注を働
きかけ、枚方市周辺も含めた
公共交通利用促進に努める

枚方市全
域と周辺
都市の一
部

¥1,050,000

￥10,000 ￥10,000
10

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

枚方市内
市
民

ま
ち
づ
く
り
部
会
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事業内容
実施

予定日
実施

予定場所
担当

対象
者 予算額 支出見込額事業名

(1)環境教育の
出前授業の実施
事業

今年度も引き続き市内学校園を
はじめ各種団体等への出前授業
を実施する。コロナ禍により依頼
減少はやむなしと考えているが、
出来る範囲で、学校や教師への
働きかけも行い、実施の機会を
確保していく。また、企業や他団
体からの依頼にも対応していく。

（２）環境啓
発・環境教育
ツール作成事業

学校側のニーズも取り入れつ
つ、児童・生徒にとってより理解
しやすく心に残る出前授業となる
よう、既存メニューの見直し・改善
を行うとともに、新規メニューの開
発にも取り組み、メニューの再構
築を図る。
教材機器の改善は継続して行
なっていく。

インターンシッ
プ受け入れ事業

夏休みと春休みの年2回、イン
ターンシップとして大学生を
受け入れる。これからの地球
を担う若い世代への環境啓
発、そしてリーダーとなって
いける人材を育てる。

8月～9月
2月～3月

インターン生
フォローアップ
事業

インターン終了後も環境活動
に関心をもってもらうため、
昨年度「スタッフ会員」制度
を創設した。ここに登録して
くれたタッフ会員に向け、イ
ベントや講座の案内をし、ス
タッフとしての参加を呼びか
ける。併せて、彼らの企画案
の採用や、インターン生の活
動支援なども行う。

4月1日～
3月31日

２．収益事業 該当計画なし

環
境
教
育
推
進
事
業

11
￥270,000

(受託費、寄
付金）

￥270,0004月1日～
3月31日

枚方市内
学校園

環
境
教
育
部
会

市
民
・
児
童
・
生
徒

人
材
育
成
事
業

12 ¥10,000 ¥10,000
大
学
生

事
務
局

事務所
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